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一般漁況(3,4月分)

漁.業部

(3月分)

 ○・海況

 全般的Iに表面水潟の低下が著しく、上昇した海域は宇治、草垣で2～一3種で
 あったのが目立った。このように黒潮流域に比較的接近した海域での水温低下.
 が目立っており、'屋久島海域を含む薩南東部海域では、前月に引きつ度き平年
 より低目がつどいている。

 ○・旋網

 種子島近海は依然として好漁が続いている。南部では大サバ岨7%、中小サ
 パ36%、中アジュ6%・北東部はウルメが圭俸。中旬に入ってや」低下し、
 漁場は東部のユOO号線と馬毛島北部になつた.。馬毛島ではム・≒が主体、東部
 で.はウルメ。叉、串木野根拠の船はこしき身近海へ移動一、小サパ40形、中ア

 ジ33%で下旬になって上こしき島西側で小7ジュOU%となつ戸、

 阿久根沖から長島では小アジ50%、カタクチ50%。なお、種子島東方の

 ユOO号線では赤ムロ80努、小アジ20%。馬毛島岡辺は下句になって小ム
 ロ80%、ノ」、アジ20%と・なった。。

 ○近海カツオ

 小型騎は宮古、大東島、鳥島方面まで南下し、ユ隻2～4トン。昨年は臥蛇
 近海実で北上していたが今年の七島近海は水源の上昇がおそく、昨年よn2～

 3℃も低い。このため大部分の船は・喜界島NE～革ユO～20浬でビンナ.ガ釣

 に出漁しており平.均5～7トニ・の漁。下旬に准ってオガン曽根に群が見えてい

 たが本潟が低いの÷焔が悪いため餌付が悪し1ようで.番しくなかった。

 ○ヨコワ曳縄

 22日から枕崎沖で本格的な操業に八つだ。

 漁場は枕崎と黒島の中間域一で20u余隻出漁している。魚体は2～a,5侮。

 ○東海サバはね釣

 3月中句午銚子。沖のサパ漁を終え魚釣島W20浬に移動しユ隻で一35～・工O
 トンの好漁をなし久々に再開された。魚体は中ノ」・サバ95%。

 ○近海マグロ延縄

 3月下旬になって種子島SE20浬でキハダの好漁があn今後つピく模様で

 ある。今のところキ^ダを20～30尾(ユ航海、4～5日操業)の漁。.

 一ユ



(.4月分)
 O.、海況

 .・月に入り水温が急激に上昇十るのは例叩贋向であるが一薩南海域では・
 月Iまでは例年より2～3℃低目であったのが'、4月中旬に八って平年値との躍
 りは小さ一くなりユ℃内外つ低目となった。こしき身近海～草痘島近海の中句で
 は高め;こな」り、大隅準峡での中旬は・上旬より・・～・℃の高目となった・

 b・旋.碑
 一種子島東方の1UO号線ではアカムロ70%、小アジ20%、馬毛島近海で
 はムロア'ジ50弱、小アジ20%、ウルメユO%で4月中好漁がつぜいた。阿
 I久根近海では串、小アジgO影、ウルヘカタクチの混獲がユO形程度。中旬
 に章3.て牛深酒郡のユuO尋鐸では小アジ75%・カタクチ20・%・マイワシ.
 一6%(体長ユ5～ユ8伽、体重4・5～758)、阿久摂寄りはカタクチ70～

 ユgo彫・下旬には片浦～阿久梗近海では小サバ加みえ始めた。牛深挿でのマ
 イワシは下句になって漁はなく奉布志湾で若干(O一。8.トン)漁獲された。

 ○近海易ツオ

 漁場は恥蛇阜カモら握久島南に北上した。魚体は小判が大部分。草垣島近海は
 依然としそ低水師走め漁1辛なく・この'方即の漁期は昨年に牛ぺ'ユ、ヶ月程遅
 れ下し二るが、一般に今年の漁場は東に偏り七島寄りに形成さ邦てヒ'る。

 ○旨』ワ曳縄.I
 一・月一未より始ま.1った.白ゴワ漁.は今.月に大って本格的辛操業ξなり、瞬場は枕

 崎近海ぶら硫黄島～湯瀬、馬毛島、都井岬及び穣子島と広くなった。
 魚体は2切.前後で3月と変りない・中1・旬になって一時不漁となったが、下旬に1
 若干増加し走。叉摩児島湾口の長崎鼻附近でも漁があり、.黒潮の急.激な接岸の
 ため冷水域か岸寄'り'に圧迫されたためであろう。

 ○その他

 一鹿児島湾口のへ平戸ま下車に㍗て夏アジが獲れ晋まじめだが・昨年よりユヶ
 月位おくれて“る。

 。.簿・口の川尻の定置'網では小Z.ジが主体で、5%位小サバが混っている。'

 1幾㌘近準了㍗は3月岬干悪川∵隻平均キバ㍗丁20尾

'
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 4月のマグロ延縄漁況

漁業部

 ビンナガ漁も終漁に近く、漁場総体め釣獲率ば3月の2.51から工4ユと低下
 している。しかし30。～3ユ。N.、一ユ33。～ユ34油附近では釣獲率434と.いう
 値も見られている。稗成はビンナガが・.ユ舵占めて剛(・・年・月1土.ビ.ンナ
 ガ30%'、キ^ダ32筋ジキ^タ.の漁獲が3g年に比べて少なくたっている。
 クロマグロ・は昨年に比べや」不振のようで30.N・ユ・35油附近を中心とした

 海域でポツポツ漁獲されている。

 クロマグロ鋼痕執牛・千4月)

 ビンナガ錦獲率(φo寺4剛



 漁場鰯.・測.速報(4月分一)

養殖部

 I旬別平均水渇       則

       一観測地旬別里水成川福山       最高最低最高最低最高一最低

       上旬14.65ユー4.40ユ7.6ユウ.ユ16.7しユ5.75

       申句}}ユ8.4ユ8.3ユ6.74王5.77

       下旬ユ9.8ユ8.9〔ユ9.ワユ9.2ユ9.20ユ7.40

       巧平均一ユ7.23ユ6・6.5、ユ.8.57ユ8.20ユ7.54ユ6.3ユ
       前月差十〇.3〔十〇.26十ユ.98十2.U・9由一

       前年差一ユ.'97一ユ.ユ5_d83一〇.30一一

 ○里村の4月。平均水温はユ7-23～ユ6.65℃を示.し、前月と比較してO-30

 ～O-25℃高く、前年同期に卑.較すると最高はモ9-20℃でユ.97℃、最低
 ではユ7.80℃でユ.ユ5℃何れも低くなっている。

 ○水成川の4月平均水温はユ宮5一フー～ユポちO℃を示し、前月と比較して
 ■98～2,09℃高く、前年同顛に比較すると最高はユ9-40℃でO-83℃
 最低ではユ8・50℃で0.30℃何れも低.くなっている二

 一q'鹿児島湾奥部の福山の4月平均水溜はユ7・54中ユ'6・3ユ℃を示している
 肖二鹿児島新港定置観測の4月平均水温はi.7-u5℃で福山ではこれよりも
 ユ・87℃低くなつ下いる。

 ○長崎海洋気象台5月上旬報による.と、東シナ海!黄海は平年より低目の・水
 漏が続いており申でも爾西諸島附近の沿岸水.温が低く、叉九州治鐸も平年よ

 写やL低目になっています。今後当分の間は海面。水漏は低く、一時回復して
 も中層より深い所はまだ低目が続く見込みで注意が肝要Iと書ラことです。

 ]I漁況

/里村

 総漁獲量はユ缶565梅で前月.と比較して3.9.05切の滅獲であった。
 魚種別では瀬魚が9・ユ50侮で62・46%と大半を占あ・、次にキビナゴ坪
 1・9・・免・で斗苧…筋一一ブ.叩がユ,…佃でユO・・ψ、イセエビが
 ユ・440切でg・苧ユ%、水イカが290海でユ・97筋、メジナがユ85切で

 工26%、イサ子が90切でO-6ユ字?漁獲率を示している日これを前月と
 比較して変動の大きい魚種はプリで↓・苧.60佃の奉獲を示した反面、瀬魚で
 冬ユ25佃、キビナゴ'で島300切の滅獲を示したのが目立つ。叉前年同期

 と比較して総漁獲盤}ワ8呂佃でら8ユ2切の増獲となつて島g、魚種別で

・^4



 はキビナゴ'で1,ギOO侮、瀬魚でユ,600侮、プリで600・佃増獲されてい
 .るのが目立つ。
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2水成川

 総漁獲量は2,902佃で前月と比較して870切の増獲であった。魚種別で

 はシビがユ・5ユ9切で52・3里%と約半数を示'し二次にイセエビが759侮で

 26.ユ5筋こ瀬魚が3フユ畑でユ2-78%、コタ“イがユ44佃で.4,96%、ア

 マダイが75佃で.2.58弱、水イカがユ.ユ9弱の漁獲率を示した6これを前月

 と比較レて変動の大きいものはイセエビで470佃ニシビでユ里2紡、瀬魚で
 ユ24佃、.コグィで88佃の増獲を示・し、前月中旬よ.り甲イカが全く姿を消し
 ているのが目立つ。一文前年同期と比較して6ユ9切の増獲であり、魚種別では

 シビがユ,らユ9畑、瀬魚が249侮、イセエビが245毎の増獲であるが、前

           月、旬上中下

           魚種有為日数駕出些有為目数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁            船到漁獲量漁獲量計
           'シヒーI'一Iイセエビユ〔659ワ9ユ6ユ80732360ユ5ユ9,           829406620ユ86ユO37ユ67

           水イカ24ユ5ユ2ユ0249ワ59■I一一I'34I.一L一'一37ユ
           瀬.魚3ユ3ユしi45ユエ95ア2ワユ72

           “アマクイ'            ■一一3ユ4フ5一'75

           ■3ユ4903ユ154一一■I一           コ∴ト上一ユOユユ504,ユ86763629ユOユワ62ユ44..山..I一二2902,



 年同期のカツオ・1,1・・切が全1姿を消し、次にコダイカ1・五・佃と減琴にな
 っているのが目立つ。

3福山

 4月、漁獲水揚げなし。

定.置観測(4月分)一

養殖部

 .○旬別平均水温・一比重(満潮時)一
        I水'・潟・℃比重        旬

        本年前亀差帥年同期累年差本年前句差餉

        I

        一■''

        ・上.ユ5.07一0.ユ8一2.04一1.O・32ワ.34十0.30÷ユ74043        中ユ6、ユ2十工↓65一2.73一〇.9325.2ウ一2.07

        一〒一「ユ7。。十■.42一生・・1トα・・26.22十〇.95一〇.32+0.99
        ■■

        月平均ユ6.ユ5十ユ.OO一2881-0901126,541-O.64一'}O.55+ユ.02
 ‡司

 ○水温

 ユ4・7～ユ9-3℃と大巾に変動した。前月中旬以降昇押っ傾向をみせた水温
 も本月上旬に入って再び下降し、句平均水温として今冬あ最低値を示した。下
 旬に入って.平年より高温の日が現われたが、月全般は平年より低目を示し月平

 均水温で平年よ.りO.9℃低潟を示した。特に前年4月とは対照的で、その差は

 本年が2.8℃も低くなった。

 ○比重

 24ユ～27-7と大巾に変動した。特に中旬の降雨で比重の低下がみられた
 が、上.旬、中旬が高目を示し、月平均値では平年より二L.O高かんとたっている。



 4月の水温・比重

水温

平年

本年

比重



 鹿児島県で漁獲されるトラフグの寄生虫について

調査部荒牧孝行

 本県の止.ラフグの主な棲息地は県北、長島とI天草の間にある長島海峡、八幡瀬
 戸海域であり、3月中旬から5月中旬にかけて産卵回漉として来游する。3月末
 から4月上旬にかけての初期のも.のは大型魚群で平均ユ尾当つ3～3.5切のもの

 が多く、後期になると中型無で2佃前後であるがいずれも熟卵を持つだ窺魚であ
 る。

 近年卜.ラフグの蓄養種苗として多数の漁船が、出漁するようになったが、本県で
 も長島町茅歴において、沿岸漁業構造改善事業の一・環として39年度蓄養場を設
 置し今年度から蓄養事業を開始し、現在約4,U一し!O尾のトラフグーを蓄養しそいる。
 トラフグ蓄養事業は寄生虫による被害が娃めて多く、各地の蓄養において多数

 ㍗輝無声出レているよ.1である筥岡本(ユ)1こよれぱ寄生虫の寄生!こよる影響を次
 のように述べて出る。

 おぴた£しい数量の寄生虫によってその組織が侵され、甚しい貧血を招来する場

 合が多く七この事は直接食欲の俸下、機能の麻ひ状態をおこし、亦寄生虫がエラ
 か口度内、内臓等に着生、生1治するために起る機械的た障害、あるいは寄生によ
 る魚津力消耗とそれに附随して起る混合感染か合併症で、その種類寺着生位置に.
 .よっては直接死因と緒びついている事も少なくたい。

 そこで、本県(長島地先)で漁獲されるトラフグの寄生虫について3月26日

 ..～2ち日、4月ユ皇日～ユ4目の2回にわたり種苗用一として漁獲されたトラフグ
 の寄生虫(細菌性以外のもの細菌性による調査は現在担当者が試験申であ

 n後日報告予定)について調査を行なったのでその種類について報告する。一

 ※寄生一虫の種類

 第ユ表に示すよラに、天然に棲息するドラフタに今回は少なくとも7種類、す
 竿わち・儀表に・・瓢口腔に・・踊に・種類が寄生.していた。.

 第ユ表.トラフグの寄生虫

   寄生個所動物名種一類

   体表飾品動物ウーミチョウ
   〃ペネラ

   一

   扇形動物テイクllドフオーラ
   観.・一睦.節足動物フグユラジラミ

   〃グナチア

   肝臓円形動物スピルーロイチイア
   〃頭虫類?

8中



 {刃ユウミチョウー

 .俸長にユ2～ユ5棚淡青魯を呈し、主に胸ビ1ノ下た寄生。今国の調査ではト
 ラフグに寄生している場合は必ず2個体以上が普通そあり、ユ'個体'見い出せば

 表皮のどこかにまだ他のウミ†ヨウ杯いると恩?てい.』ぐらいあった;トラフ

 グにはこの寄芋虫はし岳孝じは見られた。
 〔2)フグエラジラミ

 この寄生虫は口腔内或いはエラの一部にむらがって寄生がみられ・、外観は黄
 色の小粒を呈しているようにみられるが、ごめ黄色の部分はユ対の卵鍵であn
 トラフグのほとんどに寄生がみ一られた目1尾当n'25～40個であったが二その

 ほとんどが♀で占められていた。

 向・グナ†ア(針帆立ん{叱sF・)
 グナチテは3月28日に漁獲されたトラフグにユ個体の寄生虫をみた。

 第1図グナチア(幼生)



 この寄生虫は自由、寄生両生活の交代に伴う変態が行なわれるようで、この

 寄生時期はp醐・i肋幼I生と思.われる箏
 このグナチアについて特記す†亭ことは・'39年度本県のハ了チ蓄養のもの

 にグナチ7が寄生し、多数の驚死魚の続出したことで。ある。〔このグナチァの
 寄生及び被害報告はどこからもされていない)

 すなわち、39年⊥O月下旬から鹿児島市東桜島のハマチ蓄養場においてハ

 マチ(7-00～800ク)に出現、この寄生を受けたもσ)は狂奔行動をおこし

 次第に.衰弱し・行動緩慢となるがこの三ろになると吻及びその下部・腹部等は
 スリキズを生し2～3目で蟻死に.至る日この寄生虫はくマチユ尾に対して主に

 鼻孔内にユb～2U個体、その他エラ蓋部に5～8個体、体表特にひれの下に
 2～3個体の寄生状況であワ、この寄生虫はすべて吸血しておりグナチァの胸
 部後部が著しく赤色を呈しふくらんでいる。

 この被害は主としてユエ月下旬頃まで続き、多いときにユ日50尾程度のハ

 マチの擁兆一を出し、ユ2月下旬になると寄生虫も次第に姿を消している。

 倶,二のニネ;掠純水ンボウ、メカきノギ、皮慶岳こ寄生すると報告さ
 .れている。

第2図

ペネラ
 一トラフグに寄生していたものは瞳かユ個体にすぎなかったがしりぴれの上方に
 寄生し・頭部はトラフグの筋肉内に50州まど潜伏して・いお。体は細長く、床の一



{5)デイクリドフオーラ

 この寄生は口.こう内、主にエラに寄生し、一見^マチに寄生するアキシネに

 似ているが吸着部が著しく発運して坤り、・エラ奥肉質部健着生した感がある。
 今回の調査ではトラフグユ0尾に対しユ尾の割合で寄生がみられ、寄生個体数

 もユ3～20で島った。各地におけるトラフグあ寄生虫による被害ではこのデ
 ィク叩ドフォーラによる驚死が主も多く、しかも種黄時にもちこみ、生費内で

 異状繁'殖となり被害を与えているようである口

(6)スピルロイデイァ

 このスピルロイテイアはトラフグの肝臓に寄生するもので、肝臓内のいたる

 ところに円形状をなして寄生している。

 第3図スピルロイデイア

 この寄生虫が多数寄生した場合、肝臓は蜂の巣状にせん孔され、肝臓の色も変
 色してくる。今日の調査では、1属のトラフグからユ7個体のスピ〃ロイデイ

 ァを採集した。

 ㈹鈎頭虫類?.
 この寄生虫はおそ二らく鈎頭虫類に属するものと思われるが、上記(dと同じく

第4図鈎頭虫?
 L全形

 Z.一二L図の矛中膜①中Kち3との

 3.加頭評ヒ路わ机3ヒの



 肝雛寄生するものセ・主として肝被鮎肝臓の中・闘=つ些こ折平曲った状即
 ・離イ因議馴'々・・ダから8鮒の寄生虫干採集グ

 =:“・、・要.≡.1.一、パ、・二=;・二.・;..,・・。=.'l
 O1二)李県綿築好箏塀卵る七ヲフタの寄峯虫について・月・・日～・・日
 、・1垂1タ.二革・貝τ.り顯明年町り調琴箏奪った。
 ○寄生虫は細菌性のものを除き、.争べと辛.ア種類が寄生していた。
 ○節足動物、一甲殻類、グナチアのprani職幼生と思われるものは本県ハマチ

 隼多数寄生し二叉、..主ラフグ牛も審年す一るら.
 ○1ラフグの寄生虫は上記≒種類・の他体表には奉形動物のヒルー節足動物のフ
 シ.ウドカ1クス、エラ、.口触には節足曲物心1クス“デウプムン、フグナ
 ガクビムシ、胃、腸内午は扁形動物のパ叩ンゴラ等が寄生するとされている。

 ○トラフグ寄生.卑駆除封準として放義時には寄生虫にネグホシ・ユ。1切g・細菌
 性のものにオーレォマイ.チン5拙〆・牙を蒸溜水に浴し、胸びれ下に∵皮下注射を
 行ない、蓄養管理時にはネグホンをユO僻〆穿、オー1ノォマイシンユ5桝gの割
 合で餌に混入して週2回経口投与を行なっている。

参考一文献

 (ユ〕岡本亮昭和39年

 トラフ!の寄生虫病.養殖第ユ巻第5号p22～25一・.'
 ㈲藤田・経'信昭和ユ2年I

 急病学p48～4g

 1撃椎.野。季.,雄昭和39年
 動物系'統分類学7(上)節足動物{20五～2ユO

 漁村の・ことわざ

 北山易。美

 ことわざは辞書によ局と僅諺、音から伝えられた金言醤旬、或いはい」ならし
 の言葉、通俗の戒め言葉と説明一してある。郷土誌「さんぎし」68号にことぱめ
 文化史(荒尾時二)と題して諺は古代の帝王や聖賢が人民に下した教訓'すなわち
 金言、格言ではない。また事業を果した英雄の持ってい牟座右の銘准.どでもない
 それは古代の人戻1が素1朴な生温の俸駿.㍗申から得た尊い知悪.であって多くの生活

}ユ2^



 の指針であつ光から古代社会の言い習わしとなったコその言い習わしがI親から子・
 に、子から孫に代々語9艦ぎ、言いっこ・セ誰でも知って右う諺にたったと記して
 いる。一、
 即ち諺のすぺてはわれ.われの祖父母∵曽祖父母;或“はきらにその前々の先代
 の人'たちがそれぞれの世代の素朴な生活の.中において経てきた体験の累積から編

 み出された言葉である。申にはたわいないものも或いは戒旬でない俗言というの

 もあるが.それらの殆んどは子孫や.後芦に伝え'る人鋪道の遺しるべであ糺.
 諺はすべて片言隻句そのものズバリの醤旬或いは戒めの言葉であるが今のよう

 な指導機関も或いは計画性もなかった往年の鎮痛民の日常のすぺてはこのような一
 先人たちあ経験かち割出された言葉が信頼され、またそれに支配されていたこと
 であろう。

 鹿児島県は本邦の最南端にあって・一台風の常襲地帯である。そして台風銀座とま
 でいわれている。加え'て地質は大古から.の火山の影響で農耕に不適1なホラ、]ラ

 シラス層である。'一.一一。.、・
 さつま見聞話(明治3ユ年7月刊行本富安四郎著)に
 大雨の節は山崩れがけ落つる少次からず、新に修めたる道路Iも土砂.に押し流さ

 れて撮するところ甚定多レ..云・
 さらに台風め被害状況一を

 風後∩有棲あたかも戦争にでもあワたらん跡の如く、田畑の作物化飛ぴ穂♪ぎ
 れて四方に伏.し倒れたる。裂け破れたる枝葉、打ち砕けだる瓦、果物の相変り

 て間隙なく地上に落ち敷きたる塵芥の小溝を挺めたる一一戸j林の道路を塞きた
 る、家馬小屋の或いは横さまに足投げ出して蠣れたる云々.

 と言己しているが農家.はこのような火山灰に覆れたやせ地に精こん傾.け漁村の人は

 外海の荒波に.ほんろラされながら来る皿年々'の台風にいためつけら九てきたのであ
 る。

 ま走鹿児島県は古来尚武の地で封建畦・の強いところで男尊女卑のしきたりがき
 びしかつ牟。今はそうでもないけれども昭和の初年憧までは衣食住のあらゆる面
 に男畦が優先・て男は女の後胤。呂に入れのでないとか女飲雅、.物干さおの
 男女用の区一別、或いは男はさ抽?下をくfるな、女は男よ。ワ。よに摩るなLどし強
 くしっけられていた。自然制約の多い悪条件めうえに一このよ。.5な茸建的な難かし
 いしきたりの中の生活であったのでそれらにま.っわる諺が伝え戸れている目
 しかし文化が進主生活が合理化され季に伴ってそ一れらの諺を.口1千す岩二人は少な'
 くなり、漸次われわれの身辺から速さかっていくがおそらく次の世代健は消滅す
 るのではたいだろうか。

 漁業は水ものといわれる。何とかして魯運に奉りつこうというこ・とから他の産
 業に比べて縁起を・かつく'ことが撃く・諺に舶亥って諺・に準.るというほ些で因習に
 とらわれ予ことが多い。漁村の諺な一とい芋時代逆行の感がするけれ、ξも県内め諺、
 俗信・の申から漁業にまつわるものを捕申して次号から紹介し本いが何かの参考に
 なれば辛ビであるg

 解説はあ、までも昨のいう説㌣かし・私見は補足の程度に加えたコたおrの
 一ユ3i



 稿は他を発表を予定しているrさつま僅諺」の申から抜粋したので.、中にはすで
 に本誌並びに拙著さつま漁村風土記に書いたのと重複するのがarあること㌣
 こIとわりする。

(鹿'児島県漁業公社専務取締役)

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
 奄美短信☆

☆☆★★☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ※1月にして金魚が卵を産むというと、例え水産人でなくても一度金魚
 を飼った試しのある人なら誰でもちよつと頭を傾けたくなる。例年ならば、奄
 美大島で。も早くて。も3月末にな一って始めて産卵するのが常であるが、今年は早
 くもユ。月に産卵をみた・。'

 きては早くも椿の到来かと暫し様子をうかがうコところがその後2月も過ぎ

 一下3月中ぱになると、気象・は再び冬へ逆もどりの途をたどグ或る日は最低気
 潟7℃台ま.で低下して島民を震い上らせた。全国的に気温は低めとはいうもの

 一の、・最低気温ワ℃台というと奄美大島では真冬の気温にも等しく、その真冬で

 さえも滅多に使わない火鉢が叉恋、しくなろうというものである。

 去る4月ユ4日までのユO日間、試験船・「かもめ」が本場から回航し、大島

 本島の沿捧漁業に基づく海況・水質調査など、かねてから待望の、殊に外.海に

 ついての寒重な資料を得ることができたが、その際の湾内観測でもO～ユOm
 まで寺べて。}9℃台の水溜を示し、例年の同時期の.2署。3℃に比してかなiヲ低
 く、水ぬるむ時を待ちわぴている海中の生物様々には同情の気持も湧く。
 この寒気漂う最中に大さわがせなマスコミなど、4月末には「早くも海に遊

 ぶ子ら」とかなんとか常夏の島の宣伝は大ゲサである。まだ長袖棒身を包んだ
 島の当人たちにとってはいささかこそぱゆい心地ではあった。

 ※ゴールデシ・ウイークの第ユ日目、当分場は職員家族一同で恒例の花見を催
 した。場所は知る人ぞ知る.ホノホシ海岸。・不運一にも当日はいまにも降り出しそ

 う一在天気ではあったが、山ゆりの咲き舌しれるかん木の申を歩む時の^フ'への恐
 怖心、眼前健展開する太平洋のうねワと・岩礁など、大島ならではハスllル.と恵
 まれた自然美Iとを満喫さしてくれた。或る人は盆栽の樹木を物色し、ある人は
 ユ愛用のカメラに家族をおさめるなどぺ実'に和キか念半日であ.った。
 ユエには監査も滞ワな・く終り、職員一同気を新たにしたところである。

 (正三、S生)
 一ユ4r



☆☆=☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆・
 ☆養魚場の動き☆

☆☆☆☆.☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 /、概況

 39年度購入卵(にします)及び当場採卵分のふ化管理も終り。すでに餌付
 け稚魚として飼育申、今年は昨年同期にみられた稚魚の疾病も現在一までのとこ
 ろ徴候な一く各群とも順調な成育を示している。
 例年4月上旬には稚アユの飼育を始めるが、低木温のため河川産稚アユの採捕
 が遅れ当場では4月20日から飼育を始めた。

 また、コイの産卵に備えてミジyコ生産も行なったが今年は産卵'がや」遅れて
 6月上～中旬が盛期になる見込みである。

2,4月飼育現況表

魚

 稚マス

 (O年魚)

 食・用マ三

 (ユ～2年魚)

 郡マう侯博
 .(一ユ～2年魚

 親マ・ス

アユ
1稚

 ユ90・・佃

 (8・Ψ〕・)尾ユ5…拝
 4434侮η鵬侮

 (・・冬型.店
998.4畑  a7一此食用として2,ら3著

 ・・轟τこ毒涌
 37ユ.5海225切773佃

378.2切

.聾1174尾
33.2佃

47岨尾
 4月20目より
 一・一一一ユ皿_ユ¢
(37,且50.尾

 榊.ム

0

364=左

 亙詞■一一

一}

 22a8切

 ユエ4.6足9

尾2'456

 ■■τ。■■一砺
474尾

 ユエ4脚270.肋
 (28,5ユO・)尾

佃
26

 註(・

 I尾
 榊.尾L」⊥4・500・
 )の尾数は重量法により算出した。

「

 3一、給餌の概況

 各魚種の給餌は水溜及び魚体に適合一するよ5細心ム注意を払っている。
 特にマスは水潟の急昇期になっているため餌料の晶質及ホ量については高水漏
 期の疾病要因ξなワ易・いため質の点では配合餌料に依存した。'
 また昨年・の稚魚の疾病を考え、適期に薬剤(n+一ユ80ガルバミシン)の給

 与を行なった口水温上昇(ユ3℃)にともたって親コ'イも産卵前の給餌期にな

 り小麦を煮たものにビタミン亘1剤、n+一ユ80を添加して与えているが、卵

 質との関係から適正たんぱく.及び総合ビタミンの総与等検討すべき問題であろ

一15}



 4月の水渇変化用水路.

 ..自記水溜計によるユ日の平均値

 ア丘の餌料配合割合については現在のところ決定的なも.のはないが、当場では概ね次一の酉己合比で良い成長を示L:k
 いる台

魚粉(北洋産)
市販配合餌料

小麦粉
鮮魚

30～40%

 20～30彫

 ユO～20筋

30～40%



 ☆去肯☆☆☆☆☆☆☆☆★☆☆☆☆☆★☆
 各部の動き

 ★☆☆☆☆★☆☆☆☆★★☆京☆☆☆☆☆

 ○養殖部

 類ノリー関係

 各品種の糸状体の培養を継続中筥
 5月28,29目の九州・1⊥1口各県本試ノリ部会に出席。

燕餌料生物培養試.験
 5月ユO～ユ3日鹿児島湾内の垂水、赤水、牛根、指癖の4点で採水し

 た海水によってSke■etone胆:胴nnO舳■Oris:Ch]・amyd5血つ平ヨ・日:
 …狙。roa■gae:Duna■iθ1].a:Monoohrysis等の培養実験申コ

 ○製造部

 蕪薬品添加による鮮度保持試.験

 A亙2は濃度に比例し効果が増大、二トロワラゾン20でpiuとAF2ユOp由㎜
 は同程.度の効果を示.したコ。

 ≧糞共同研究指定工場主懇談会

 指定工場主相互の親睦を図.り・.加工技術並びに情報交換を緊密にする為
 昭和40年第エ回総会を阿久撰市で開催参集者29名

 ※カツオ節カビ付試験(継続)

 ※カツオ節加工対策懇談会出席

 枕崎市漁協主催において新親製品をテーマとする懇談会を開催し、今後大

 学、本試、水産課、漁協関係者による研究協.護会結成の要望がなされた。
 桑く阿久根市塩干組合薬品使用講習会実施

 ○漁業部

 ※漁海況及び定線魚群調査

 4月下旬～5月上旬にかけて薩南海蝉はようやく平年並みになった。なお
 浴津域の下層には未だ冷たい水系が残っており、慶久島以北の海域では水深

 ユOOm層でユ6～ユ8℃・以一南では22～2声℃と恋っている。

 5月の魚群調蚕は各海域とも少なく、一時に沖合では全く記録されなか?た,
 比較的反応のあった海域は、野間岬、宇治群島、ごしき周辺、大隅東部であ
 った。巾着船の漁場は.馬毛島の本部とこしき島東部で、種子島東部は5月上
 旬で終漁した。

 ※フ.l1好調査

 5月中前にな.つて各地でみられるようになり、特に鹿1児・島湾内が多かった。
 当初一、例年より少鮒く苗昨年につ曳いて不漁になるのではないかと懸念されて

 い乍が∵一応計画雇数を上翅った。
 ',害^■そ'・一ユ7一



 ○調査部

人工飼料試験
 試験艇rバポ・が繍しv一

 料試験を.5月身。日から開始と
 1一任を桜島本族館外海で人工飼料による餌

 ☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆☆★☆★☆布☆寸～一
 分場の動き
 ☆☆☆☆☆☆☆☆★☆☆★★六☆☆☆★☆

 ○庶務係
 類5月ユエ目県会計監査執行・(中野.藍益委員、有馬監査委員事務局長、

 三木係長、梶原主事来場)

 ○製造係
 楽4月中旬～下旬モスク加工指導}奄美水産加工所に湘いて実施、例年

 に比して伸びが悪い(水溜の関係か)

 蝦4月中旬加工場手火山改造工事完了(4基中3基)これで梅雨期あぱい

 転作業揮易とたる。一

 類5月中旬下旬より操業予定㍗つお節製㌣鯖えて師蝋
 ○漁業係

 .※ヵツオー本手漁業
 林は諦平附近が漁場となり漁況もあま.1活駿でな/.日メによる漁獲変

 動がはげしい。餌料としてのキビナゴは豊漁{ありサお骨も来擦量が多い。
 ○養殖係

 ※.4月28日.弾貝測定生年入平採捕の稚貝は大きいものは殻長・α1雛
 に成長している。.

 ○マヘ室内採苗用の餌料生物培養。

 。.真政漁場観測のテ㍗タトン蚕も

口18.}


